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市政だより 「一人口の動き

6月1日現在 前月比

人 口 56，528

男 27，249

女 29.279

世帯数 14.592 

+136 

+ 80 

十 56

+ 62 
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松本市長より年金証書をうける樋口さんと山北さん (中央〉

務提拝金で楽しい余生を

年年:金受給の放別別別~t:号号号:;;号号:~:号号:号号号号j
;山:北さえを

昭和36年4月1日に、 国民年金の拠出制(保険

料を納めて年金をも らう制度)がは じま って以

来祉10年間保険料を完納された、山北春義さんと

樋口ケンさんは、 県下で一番最初に年金を うける

ことになり、 6月22日珍しく もおそろいで65才の

誕生日を迎えられたお2人に、 松本市長から年金

証書が手渡され、 記念として松本市長直筆の色紙

を贈り、お2人を祝福しました。

喜びのお 2人は、加入当時の模様を感慨深げに

語り 、手にした年金証書を、じっと見つめては、

喜びをかみ しめておられました。
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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総

福

祉

.d. 
ロ

市政だより

来

年

市
民
福
祉
の
向
上
と
老
人、

勤
労
青
少

年
の
い
乙

い
と
、
教
養
の
場
と
し
て
、

待

望
の
総
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
計
画
が
、
来

年
三
月
完
成
を
目
ざ
し
て
、
着
々
と
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

乙
れ
は
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
予

定
地
は
市
消
防
署
前、

総
工
費
約

一
億
七

干
万
円
、

延
面
積
二
千
四
百
八
十
五
平
方

た九!岳!ぇ七 〉アー:I円iH一面白

点、i~ . .t 93 Z. ~ b "!' 

セ

ン

ま

，u.t.， 

チ

木
造
危
険

校
舎
と
し
て

改
築
を
い
そ

い
で
お
り
ま

し
た
三
城
小

学
校
は
総
工

費
三
千
八
百

万
円、

普
通

教
室
九
、
特

別
教
室
三
、

そ
の
他

一
教

室、

延
べ
千

三
百
十
五
平

方
メ
ー
ト
ル

の
り

っ
ぱ
な

近
代
施
設
を

誇
る
鉄
筋
校

舎
に
な
り
ま

し
た
。落

成
式
に

は
全
校
生
徒

タ

り

月
ロb
フE

成

定

な

予

メ
ー
ト
ル

で
、
全
館
冷
暖
房
、
一

階
を
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
二
階
を
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
三
階
を
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
と

し
て
、

低
所
得
者、

母
子、

身
体
障
害
者

及
び
精
神
薄
弱
者
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ

る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
よ
い

セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
、
お

気
づ
き
の
て
ん
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

福
祉

事
務
所
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一鉄筋校舎に

城

一一一一一一」

主"，-i針上とこ 1-(2 1す 〕 マー飴~

.. :~ 5: ~ 更 51Z.6i 九三

4今

今
月
の
法
律
相
談

Er月
十
五
日
(
木
〉

九
時
三
十
分
i
十
五
時

市
民
相
談
室
ヘ

が
風
船
に
喜
び
の
手
紙
を
つ
け
て

大
空
に
と
ば
し
ま
し
た
。

乙
の
風
船
は
遠
く
福
岡
、
佐
賀

嬉
野
、
西
彼
ま
で
と
び
、
た
く
さ

ん
の
返
事
が
学
校
に
と
ど
き、

生

徒
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た。

完成した鉄筋校舎

死

亡

公

報

の

細

部

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

旧

軍

人

遺

族

て

旧
陸
軍
関
係
で
昭
和
二
十
年

一
月
一

日
か
ら
昭
和
二
十
一

年
六

月
十
四
日
ま
で
の
聞
に
発
行
さ
れ

た
死
亡
公
報

二、

旧
海
軍
関
係
で
昭
和
十
七
年

二
月
三
日
か
ら
昭
和
二
十
二
年
四

月
三
十
日
ま
で
の
聞
に
発
行
さ
れ

た
死
亡
公
報
の
も
の
で
死
亡
場
所

の
細
部
が
告
知
さ
れ
て
い
な
い
も

の
、
乙
の
ほ
か
期
間
外
の
時
期
に

の

方

死
亡
公
報
し
た
も
の
で
あ

っ
て
も

細
部
が
明
ら
か
で
な
い
方
。

特
に
遺
族
の
方
で
公
報
の
細
部

を
希
望
す
る
方
は
「
死
没
者
の
氏

名
、
所
属
部
隊
、
身
分
戸
階
級
)

遺
族
の
氏
名
、
本
籍
、
現
住
所
、

死
没
者
と
の

続
柄

及
び
死
亡
場

所
」
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
添

え
市
社
会
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
.



発
行
と
な
り
ま
し
た

日
.・
十
五
日
〉

市
政
だ
よ
り
は

七
月
よ
り
月
二
回
〆-、

⑥ 

十
一
日
ま
で
、

毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

ま
で
、

乙
の
時
間
外
は
通
行
で

き
ま
す
。
な
お
、
定
期
パ
ス
は

折
り
返
し
運
転
し
ま
す
。

洗
い
場
三
カ
所
、
野
外
炉
三
カ

所
、
便
所
四
カ
所
、
シ
ャ
ワ
ー

室
四
棟
、
給
水
施
設
完
備

く
わ
し
い
乙
と
は
商
工
観
光
課

ま
た
は
、
野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
管
理

事
務
所

(電
話
八
二
五
四
番
)
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
二
人
用
六
百
円
、
五
、
六
人

用
三
百
六
十
円
、
四
、
五
人
用

三
百
円

余
毛
布
の
貸
出
料

掛
毛
布
四
十
円
、

敷
毛
布
三
十

円
③
施
設
の
内
容

乙
と
し
は
特
に
、

シ
ャ
ワ
ー
室

の
新
設
、
水
槽
の
増
設
に
よ
る
給

水
施
設
の
完
備
な
ど
を
は
か
り
、

皆
さ
ん
の
利
用
を
待

っ
て
お
り
ま

す。
自
然
を
愛
し
親
し
む
こ
と
に
よ

り
、
心
身
の
健
康
を
増
進
し
.
乙

と
し
の
夏
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し

ょ'つ。
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こ
と
し
も

キ
ャ

ン
プ
シ

ー
ズ
ン
が
間

近
に
な
り
ま

し
た
。多

良
岳
県

立
公
園
野
岳

キ
ャ
ン
プ
場

で
は
、
七
月

十
日
に
山
開

き
を
お
こ
な

い
、
十
月
末

日
ま
で
キ
ャ

ン
プ
場
を
開

設
し
ま
す
。

開

|一野岳キャンプ場

ノ気

き一|

少
年
少
女
合
唱
教
室

授
賞
お
め
で
と
う

ご

ざ

い

ま

す

ム
と
き
七
月
十
七
日
よ
り
九

月
十
八
日
ま
で
、

毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
半
よ
り
四
時
半
ま
で

ム
と
こ
ろ
大
村
市
中
央
公
民
館

ム
対
象
市
内
小
学
校
在
校
生

の
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の

男
女
生
徒

ム

人

員

八

十

名

ム
講

師

江
崎
和
子
先
生

(国
立
音
楽
大
学
声
学
科
卒
業
)

佐
藤
田
女
子
先
生
(
活

水
女
子
短
期
大
学
音
楽
科
卒
業
)

蓮
本
ま
ゆ
み

(
国
立
音
楽
大
学
声
楽
科
卒
業
)

山
口

ヒ
ト
ミ

(中
国
短
期
大
学
ピ
ア

ノ
科
卒
業
)

ム
受
講

料

無

料
(
教
材
費
は
受

講
生
負
担
と
す
る
)

ム
申
し
込
み
七
月
十
五
日
ま
で

(先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
)

希
望
者
は
、
保
護
者
同
伴
の
う

え
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
印
か
ん
持

参
く
だ
さ
い
。

ム
申
し
込
み
先
大
村
市
久
原
郷

大
村
市
中
央
公
民
館

調

キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ

ン
中
は
、
定

期
パ
ス
の
ほ
か
、
臨
時
パ
ス
も
運

行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
テ
ン
ト
、
毛
布
の
貸
出
料

や
施
設
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

令
テ

シ
ト
の
貸
出
料

こ
の
た
び
、
永
年
に
わ
た
り
統

計
調
査
に
協
力
し
、

正
確
な
調
査

を
さ
れ
た
左
記
の
事
業
所
に
対
し

は
え
あ
る
通
商
産
業
大
臣
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

工
業
統
計
調
査

大
村
共
栄
製
材
所

商
業
統
計
調
査

伊

東

山開きを待つ野岳キャンプ場

山

原

地

区

守
田

の

の

屋

交

通

制

限

地

方

J¥』

主

の

鳴〈

り

県
道
大
村
鹿
島
線
道
路
改
良
工

事
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
交
通

制
限
を
し
ま
す
。

⑥
区
間

萱
瀬
小
学
校
前
朝
追
岳

橋
左
岸
の
位
置
か
ら
下
流
百
二

「
=--EE---it-
--i
z
-
-
-
i
z
-
-
-
i
J

十
メ
ー
ト
ル
の
宮
代
パ
ス
停
前

…

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

一

ま

で

の

間

一

ご

ざ

い

ま

し

た

…

⑨

禁
止
及
び

制

限

全
車
種
交
通

-
止
、
た
だ
し
、
四
ト

ン
車
以
下

一

田
下
郷
の
田
中
登
茂
喜
さ
ん
ま

…
l
F

の
う
回
路
あ
り
、
う
回
路
「
石

一亡
母
千
子
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た
り

F

場
橋
か
ら
吉
丸
を
経
て
朝
追
岳

…
萱
瀬
中
学
校
の
施
設
拡
充
に
と
金
-

(県
道
)
」

一一

封
を
ど
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

・
⑨
期
間
七
月
一
日
か
ら
八
月
三

説

明
..o. 
ココZ

境

界

等

の

おおむ

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
係
土
地

所
有
の
か
た
は
も
れ
な
く
会
場
に

ど
参
集
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

富
の
原
地
区
内
の
今
後
の
土
地

利
用
(
道
路
拡
幅
、
舗
装
、
排
水

路
設
置
、
宅
地
工
場
用
地
の
造

成
)
の
場
合
、
道
路
位
置
な
ど
に

若
干
の
誤
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す。

隣
接
土
地
所
有
の
か
た
が
た

も
管
理
の
う
え
か
ら
是
正
の
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
乙

の
際
関
係
者
の
皆
様
が
た
と
話
合

七
月
十
九
日
(
月
)
十
四
時

福
重
地
区

福
重
出
張
所

七
月
二
十
日
(
火
)
十
四
時

松
原
地
区
松
原
出
張
所

な
お
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
農
林
水
産
課

へ
ど
連

絡
く
だ
さ
い
。

市政だより

説
明
会
の
場
所
と
日
時

七
月
十
五
日
(
木
)
十
四
時

西
大
村
地
区
西
大
村
出
張
所

七
月
十
六
日
(
金
)
十
四
時

竹
松
地
区

曇
天
神
社
体
育
舘

(3) 
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B
C
G
の

予
防
接
種

りおおむ

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
三
十

才
未
満
の
も
の
(
た
だ
し
学
校

事
業
所
等
で
接
種
す
る
も
の
は

除
く
)

料

金

無

料

当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

市政だより

日
程
表第

日
回
県
文
芸
大
会

付
期
日
昭
和
四
十
六
年
十
月
十

七
日
(
日
)
十
三
時

同
場
所
大
村
市
中
央
公
民
舘

同

部

門

現

代
詩
、
短
歌
、
俳
句

川
柳
、
小
説
、

随
筆
、
戯
曲
、

文
芸
評
論
、
他

同
募
集
要
項

A
V
各
部
門
と
も
未
発
表
作
一
一
編
、

一
首
、
ま
た
は
二
句
。

②
テ

1
7
は
自
由
、
た
だ
し
川
柳

の
課
題
は
「
若
者
(
わ
か
も

の)」

A
V
応
募
資
格
は
県
民
で
あ
る
こ
と

φ
作
品
に
は
部
門
別
、
住
所
、

本

名
を
明
記
す
る
こ
と
。

ム
V
小
説
、
戯
曲
、
文
芸
評
論
そ
の

他
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
十

枚
以
内
、

随
筆
は
二
十
枚
以
内

φ
応
募
後
の
字
句
訂
正
は
い

っ
さ

い
認
め
な
い
。

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

⑫
二
百
円
を
同
封
の
こ
と。

文
芸
誌
は
当
日
配
布
す
る
。

同
各
賞

⑫
協
会
賞
は
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

は
各
三
、
他
は
部
門
別
に
各
一

@
選
者
賞
は
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

の
選
者
ご
と
に
各
一

内
応
募
締
切

昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十
一
日

同
あ
て
先

県
文
芸
協
会
事
務
局
大
川
益

良
(
長
崎
市
五
島
町
一
二
三
)

内
そ
の
他

入
選
作
品
及
び
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
の
応
募
作
品
は

「
長
崎
県

文
芸
誌
」
に
収
録
す
る
。

※
く
わ
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

、.
司(./

日

本

住

宅

公

団

特

定

分

譲

住

宅

譲
受
申
込
者
募
集

日
本
住
宅
公
団
で
は
、
会
社
等

の
法
人
、
事
業
を
営
む
個
人
で
、

従
業
員
に
社
宅
を
貸
与
し
、
ま
た

は
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し

特
定
分
譲
住
宅
の
譲
受
人
の
募
集

及
び
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
。

申
込
戸
数
及
び
構
造

一
団
地
六
戸
以
上
で
、

簡
易
耐

火
構
造
ま
た
は
耐
火
構
造
で
あ

る
こ
と
。

申
込
受
付
期
間

七
H
A

一
日
よ
り
八
月
三
十

一
日

申
込
先

県
住
宅
課

利
用
で
き
る
公
団
資
金

社
宅
一
戸
当
た
り
約
百
七
十

万
円

宿
舎

一
人
当
た
り

万
円

説
明
会

七
月
七
日
十
三
時
三
十
分

交
通
会
舘
六
階
商
工
会
議
所
大

ホ
i
ル

な
お
く
わ
し
い
乙
と
は
県
住
宅
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

約
五
十
四

国
民
金
融
公
庫
融
資

説
明
会

国
金
融
資
全
般
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
当

日
は
個
別
相
談
も
い
た
し
ま
す
の

で、

ふ
る

っ
て
ど
参
会
く
だ
さ
い

と

き

七

月

八

日

(

木
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

と
乙
ろ
大
村
商
工
会
議
所

7月の日曜当番医 j 

日 |住所 !診療科目 |医 院名 |電話 :

l武部 小児科 田川小児医院 4000 : 
4 玖島内 科 絵 尾医院 4412:
日 東三域 内 科岡医院 3000: 

原 口産 婦人科桝本医院 8355:

[春日町 l内・産婦人科|中村 医院I2733 : 
111 武部 皮フ科佐伯皮フ科 4330 : 
日 西三域外 科 中島外科 ~875 : 

萱瀬 内 科 沢 田医院萱瀬603:

東本町 外 科 松尾外 科 3331 : 
18 東本町 眼 科楠木眼科 2711: 
日乾馬場 内 科 田中医院 2724: 

ーノ 郷 |外 科 渡 辺 医院 8546:

西三域 内 科南 野医 院I373;> : 
25 駅通り 耳鼻・咽喉科海江 田医院i3329 : 
日乾馬場内 科松永医院I~~~~ : 

ーノ郷内 科毛利医院18517: 

買う

七
月
の
妊
婦
お
よ
び

乳
幼
児
検
診

i|場所 |時間 |備
!萱瀬出張所 19:30-11:00

9 日 | 竹松出張所 iぷ主!日~ Ifi~~空
13日|鈴田出張所 19:30，，-，11:00 

14日|三浦診療所 19:30-11:001 

10日l福重出張所!日:30-15:0倍22検

考

保

母

試

験

O
H
時

八

月

二

日

J
五
日

。
場

所

長

崎

市
桜
馬
場
中
学
校

。
受
験
申
込
期
限
七
月
十
日

。
受
験
申
込
書

長
崎
市
江
戸
町

二
番
十
三
号
長
崎
県
児
童
家

庭
課
で
交
付
。
郵
便
で
請
求
の

場
合
は
、
封
筒
に
『
保
母
試
験

申
込
書
請
求
』
と
朱
書
し
、
あ

て
先
を
明
記
し
て
、
二
十
五
円

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

(大
型
ま
た
は
中
型
)
を
必
ず

同
封
す
る
こ
と
。

保
母
試
験
の
た
め
の
講
習
会

。
日
時
七
月
二
十
六
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
六
日
間

。
場
所

活
水
短
大
及
び
長
崎
大

学
経
済
学
部

占、
・、

。
受
講
申
込
期
限
七
月
五
目

。
受
講
申
込
書
長
崎
市
上
町
一

番
三
十
三
号
長
崎
県
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
、
あ
て
先
を
明
記
し

て
十
五
円
切
手
を
は
っ
た
返
信

用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
乙
と

青
年
の
圏
内

研
修
生
募
集

県
教
育
委
員
会
で
は
、
青
年
の

圏
内
研
修
生
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

④
研
修
先

都
市

班

東

京

大

阪

滋

賀

農

村

班

東

京

富

山

長
野

漁

村

班

静

岡

広

島

山

口

④
研
修
期
間

都
市
班

九
月
二
十
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で

農
村
班

十
月
五
日
か
ら

十
月
十
四
日
ま
で

漁
村
班

九
月
一
日
か
ら

九
月
十
五
日
ま
で

①
研
修
人
員
各
班
十
名

④
年
令
十
六
才

1
二
十
五
才

④
経
費

全
日
程
の
実
費
は
、
県

教
育
委
員
会
で
負
担

①
申
し
込
み

七
月
十
五
日
ま
で
、
市
社
会
教

育
課
へ

④
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市

社
会
教
育
課

へ
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